予 は 翁が 斯 う 言 ひ 捨てながら、 涙 を 拭きく 出て 行 

くの を 幾度 も 見た。 

潮 田さん は 女丈夫であった。 溶けた 雪路 の、 風の ピ 

ゥく 吹く 中 をザブ /\ と践ん で 先に 立って 歩かれた。 

むさ 

病人が あると でも 聞けば、 穢ぃ 小屋の 下へ、 臭いと 云 

ふ 顔 もせずに 入り込んで、 親切に 力 を 付けて やった。 

若い 娘が 無邪気な 顔して 賃機 織って 居る のな ど 見る と、 

傍へ 寄って、 様様々 問 ひ 慰めて、 恰も 自分の 生んだ 女 

でも あるよう な 愛情 を 注がれた。 容易に 涙 を 見せない 

人で あつたが、 村 を 離れて 田圃 路へ でも か、 ると、 

『 一 体、 如何 すれば 可 いんだね』 



き じ おんな 

と、 柔 しい 木地の 女性に 返って、 ホロ/ \ と 泣かれた。 

『政治なん て 空騒ぎして 居る 間に、 肝腎の 人が 皆ん な 

亡ん ぢ まった』 

と、 翁が 腕 拱いた まゝ 喪心 者の 如く 独語され るの を、 

予は屢 々聞いた。 

谷 中 村の 破壊 前、 村長 代理の 郡 書記に 向て、 泥棒 野 

郎 と 言 つたと か 云 ふ 件で、 翁が 官吏 侮辱 罪 に 問 はれた 

ことがある。 其 時 或 人が 斯う 言 ふた。 『天下の 田 中 も 



にも 格別 異存が 無かった そうだが、 家系 断絶の 一 件 は 

頗る 苦情が 出た そうだ。 養女 をば 若干の 財産 を 付けて 

うち 

実家へ 返へ して 仕舞った。 家 は 親父の 病気 を 頼みき り 

にした 医師への 礼に やって 仕舞った。 かくて 翁 は 全く 

家 を 外の 人に なり 終った。 是れは 立憲 代議政治の 政治 

家の 覚悟と して は、 余りに 高 過ぎた。 政治家に なった 

為め に 二十 年後れ たと 云 ふ 歎息 は、 少しも 不思議で 無 

ヽ o 

レ 

翁が 進歩党 を 脱した の も、 其の 原因 は、 鉱毒 問題 を 

他から 党派 間 題と して 中傷され るの を 避ける 為め であ 

つたろう。 又た 議員 を 止めた の も、 鉱毒 問題 は 選挙の 



書いて 下 ださいと 云 ふと、 翁 は 筆 を 持って 打ち 案じて 

居られた が、 忽ち 腕が 動いた と 見る と、 雪白の 扇 面に 

「辛酸 入 佳境」 と 行書の 五 文字、 さながら 竜の 行く が 如 

くに 躍り 出で た。 見て 居た 連中、 何れもうまい/ \ と、 

只管に 其の 筆 鋅を讃 めた、 へた。 讃 めら れて翁 は、 長 

髪の 波打つ 頭 を 両手に 叩いて、 大口 開いて 「ハヽ ヽヽ」 

と 笑われた。 予は 覚えず 涙 を 呑んだ。 

「辛酸 入 佳境」 

翁の 生涯 は 実に 此の 五 文字に 描き 尽くされて 居る。 

うなす 

此の頃から、 翁 は 点頭きながら、 

『悪人と 云 ふ もの は 無いです。 悪人と 思った のが 間違 



が 極めて 平易な 文字 を 以て スラ/ ^と 自在に 書き流し 

て ある。 

『如何して 書く 気に おなりでした』。 

と 聞いて 見た が、 

『何だか 切りに 死ぬ ような 気がする ので、 只 だ 浮ぶ 

ま、 を 書いて 見た のです。 お 目に など 掛ける 品で ごわ 

せん』。 

斯う 言って、 恰も 小 供の 羞か むだ 時の ように、 首 を 

低れ て 笑 はれた。 



きな し。 天地 山川 皆 我 ものな り。 世人の 憐れなる、 

此大 いなる を 見す て ゝ跼蹐 たる 小天地に 身を投じ、 

苟も 金 を 懐中せ ざれば、 山に 海に 林に 遊びに も 行く 

の 勇気な く、 殆ど 疲れたる 老人の 如し。 苟も 食な け 

れば 一 日 だ も 安ん ぜず。 此人々 の 海辺へ 山林に 行か 

んか。 先づ 弁当と 金と に 腹一杯なる を 以て、 清涼の 

空気と い へど も容 る、 の 余地な きまでに 奢り ふけり 

て は、 又 新鮮 空気の 必用な し。 かの 農民の 田の 面に 

腰 休め、 烟草ー プク、 天地と 共に 立ちて 自由の 呼吸 

をな す。 これ 誠に 納涼の ャヽ大 なる ものな り。 然れ 

ども 習 S は、 富より 出で ざれば 楽み とせず。 所有権 



ひるまえ あっさ 

二十四日の 午前、 日が 照って 再び 暑気が 増した。 庭 

前に ガサ/ \ と 物の 摺れる 音が する ので、 振り向いて 

見る と、 菅笠に 足袋 跣の 翁が、 天秤棒の 先に 風呂敷 包 

を 一 つ 担いで、 此の 晴天に 先日の 簑を 着込んで 御 坐る。 

垣根の 外に は 村の 小 供 等が 鼻汁 を 嘗めな が ら 珍ら し さ 

うに 眺めて 居る。 今度の 洪水に 就て、 急に 用事が 出来 

たので 昨夜 出で 来たと 云 ふお 話。 是れ から 直ぐ 又た 番 

町へ 行って、 明日 は 早く 村へ 帰らねば ならぬ と 云 ふ。 



午後、 枕 を 出して 置く と、 翁 は 何時か 横にな つて、 

大鼾を かいて、 楽々 と 熟睡って 仕舞 はれた。 山の 転ん 

だよう な 寝姿。 ホノん \ と 紅 味 を 含んだ 厚 肉の 頰のぁ 

たり を 熟々 ながめて、 予は 又た 十 年の 昔、 新聞社の 二 

階で 始めて 見た 時 を 思 ひ 浮べた。 彼の 頃の 翁の 容貌に 

は 「疲労」 の 二字 を 隠く す ことが 出来なかった。 直訴 

の 前後が、 或は 翁の 疲労の 頂点であった かも 知れぬ。 

直訴の 翌々 年の 秋の 初と 記憶して 居る。 是れ まで 長 

年 鉱毒 問題に 同情 を 寄せて 呉れた 人達 を 神 田の 青年会 

館に 招いて 訣別 演説 をされ た ことがある。 無論 訣別な 



置いて、 我々 の 言 ふこと を 少しも 用 ひな いのは 不都合 

だ」 と 言 ふの だ。 鉱毒 地の 人民 は可哀 そうだが、 田 中 

が 居て は 救 ふて やる ことが 出来ない など 言 ふて、 其れ 

を 口実に 逃げた 人 も 多い。 実は 斯く 言ふ予 自身 も 翁に 

対して 数々 不快の 念 を 抱いた 者 だ。 或 時 翁と 新聞社の 

卓子の 上で 衝突した。 原因 は 忘れた が、 何でも 予が生 

意気な こと を 言った に 相違ない。 すると 今まで 丁寧に 

話して 居た 翁 は、 むくと 真 赤に 立腹して 有り合 はせ た 

大きな 雑誌 を鷲づ かみに した かと 思 ふと、 天井 も 抜け 

さう に 罵りながら、 バ シ イリ/ \ と 卓子 を 叩き 始めた。 

墨 は 飛ぶ、 紙 は 舞 ふ。 編輯 室 一同 筆 を 止めて 呆れて 見 



村 を 出 離れて 田圃 路を うねりく 行く 時、 翁 は 始め 

て 簑の話 をせられ た。 

『何時でした か、 雨の 降る 中 を 貴 宅からの 帰りに、 此 

こやしぐ る ま 

の 田圃で、 若い 娘さんの 簑 笠で、 肥 車 を 押して 来る 

のに 逢 ひました が、 其の 簑の 濡れた 姿が 如何にも 可 か 

つた。 其れで 貴方に ヮ ザ/ \ 御手 数 を かけた です が、 

所で 私が 着た では、 ドウ も 娘さんの 様な 善い 格好に 行 

ゝ C ヽ コ o 

力る レ』 

斯う 言って 翁 は 自髯を 夕風に そよ がせながら、 さも 

心地 よげ に呵々 と 笑 はれた。 予も 噴き出さずに は 居ら 

れ なかった。 
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